日本人成人女性臼蓋形成不全股の骨盤骨格 -CTによる形態的観察- by 久米田 秀光
日本人成人女性臼蓋形成不全股の骨盤骨格 -CTによ
る形態的観察-
著者 久米田 秀光
号 2039
発行年 1988
URL http://hdl.handle.net/10097/20240
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
 学位授与年月.日
 学位授与の要件
最終学歴
学位論文題目
くめたひでみつ
 久米田秀光(長野県)
医学博士
 医第2039号
 昭和63年9月14日'
 学位規則第5条第2項該当
 昭和54年3月
東北大学医学部医学科卒業
 日本人成人女性臼蓋形成不全股の骨盤骨格
 一CTによる形態的観察一
論文審査委員
 (主査)
教授桜井実
教授坂本澄彦
 一265一
教授半田康延
論文内容要旨
目的
 本邦における股関節症は欧米と異なり,臼蓋形成不全に基づく二次性股関節症が80%以上を占め
 ている。先天性股関節脱臼の治療歴のある遺残性亜脱臼例も多いが,その既往がなく骨格発達上
 の欠点と思われる例がある。これらの成人女性を臨床的に観察すると,上前腸骨棘間距離が短く,
 前傾骨盤を呈し,腸骨翼が両側とも内すぼまりに発達している印象を受ける。このような骨格形
 態の特徴に関しては,これまでの単純X線像では検索できなかった。また過去の骨格標本に基づく
 各種の計測値は専ら産科的目的であり,股関節症にかかわる骨盤骨格の異常としての指摘はなか
 った。そこで著者はcomputerizedtomography(CT)を用い,多数の成人女性の臼蓋形成不
 全者と正常群について,骨盤骨の立体解剖学的な比較検討を試みた。
対象
 臼蓋形成不全者(臼蓋不全群)は股関節痛を訴えて東北大学および関連病院を受診した前股関
 節症ないし初期股関節症の15歳から54歳まで,平均29.4歳の52例102関節,一方対照としては婦
 人科疾患で当院を受診した股関節に異常のない16歳から59歳,平均40.6歳の44例88関節(正
 常群)を用いた。
方法
 単純X線像は通常の股関節撮影に準じ焦点距離1mの前後方向で撮影したX線写真像を用いた。
 CTはTCT-60A-27型とGE-8800型のCTscamerを用いた。CT撮影は患者を仰臥位で
 下肢を正中位に固定し,Sc・utviewは両涙痕間を結んだ線を基準に両側上前腸骨棘も上部臼蓋
 縁,大腿骨頭中心間を10㎜のsliceで撮影を行なった。
 単純X線像では,①臼蓋傾斜角の指標としてSharp角,②股関節の求心性の指標としてCE
 角の両角度を計測した。CT像では③上前腸骨間距離,④骨盤の前方開角,⑤両大腿骨頭中心間
 距離をスケールに基づき実測値を計測し,これらの計測値の相関検定を行なった。
結果
 ①Sharp角は正常群が平均40.2。(±4.2。)であるのに対し,臼蓋不全群では平均48.3。(±
 5.2。)と平均8.1。急峻であった。②CE角は正常群では平均31。(±6.1。)と一定であるのに対し,
 臼蓋不全群では平均11.2。(±10.5。)と亜脱臼の状態を示した。③上前腸骨棘間距離は正常群
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 では平均23,8㎝(±1.87㎝)で臼蓋不全群は平均20.6㎝(土1.4厩)と正常群に比べ平均3.2
 ㎝狭く有意の差を認めた。④骨盤の前方開角は正常群が平均60.8。(±3.6。)でほぼ一定の開角
 度を示すのに対して臼蓋不全群は平均66。(±4,14。)と正常群に比べ平均5.2。急峻であった。
 ⑤両大腿骨頭中心間距離は正常群で平均16.9㎝(±1.1㎝)であるのに対して臼蓋不全群では平均
 17.9㎝(士L2㎝)と臼蓋不全群が平均1.0㎝広く,外側位にある。またSharp角と上前腸骨棘間
 距離との関係では,Sharp角が大きくなるほど上前腸骨棘間距離が狭くなる関係が認められ,
 CE角と骨盤の前方開角との関係では骨頭の求心位が良好なほど前方開角が少なく,外開き方と
 なる関係を認めた。
考察
 骨盤部の骨格構築についての研究は単純X線像や水平回転横断撮影法に始まり,現在では任意
 の位置で立体的に観察が可能なCTを用いて様々に行なわれている。しかし,これらの研究は主
 として股関節周囲の観察で臼蓋形成不全を骨盤骨格全体の問題として分析した報告はなされてい
 なかった。
 本研究では臼蓋形成不全者の多数例と正常者群との間でX線学的に検討した結果,臼蓋形成不
 全は単に股関節周辺の病変だけでなく骨盤の骨格形態上rInwardWingIlium」に特徴がある
 ことがわかった。臼蓋不全群で臼蓋角が増大し大腿骨頭の外側化を示すことは当然であるが,CT
 像で上前腸骨棘間距離の著しい狭小化と腸骨前方開角の急峻化を伴う事実は,臼蓋と腸骨が一体
 となって股関節に不利な骨格を形成していることを意味する。一方大腿骨頭間距離はむしろ1.0
 ㎝広く,大腿骨頭の外側化を示しており,臼蓋形成不全股は力学的にも骨頭合力を増大させる状
 況にあると言える。
 以上のことから,臼蓋形成不全は単に股関節に限局する疾患ではなく,CTの観察計測から
 腸骨翼の前内向きの発育異常と大腿骨頭の実測的外側化によるものであり,その結果股関節の亜
 脱臼傾向がより顕著となっているという実体が初めて明らかになった。
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 審査結果の要旨
 先天性股関節脱臼は,特に女性が多く罹患するものとして知られているが,小児期にその治療
 を充分行ったとしても,骨盤の臼蓋形成不全が持続する限り,成人に至って二次性股関節症とい
 われる関節軟骨の摩耗と骨破壊に移行する疾患である。本研究は,骨盤側のこのような女性特有
 の形成不全が単に臼蓋部のみの異常によるものでなく,骨盤全体の解剖学的な発達異常によるも
 のであることをレントゲン学的計測により証明したものである。
 疾患群102関節と婦人科を受診して股関節に異常のない88関節を対象として,通常の前後方向
 のレントゲン写真およびcompu七erized七〇mography(CT)を用いて,臼蓋の傾斜角,大腿骨
 頭の側方変位度,上前腸骨棘間距離,骨盤の前方開角並びに両側大腿骨頭中心間距離を実測して
 その相関検定を行った。その結果,上前腸骨棘間距離は正常群では平均23.8cmであるのに対し,
 臼蓋不全群では平均20.6cmと絶対値で明らかに狭くなっている事実を捉えた。また骨盤の前方
 開角も正常群が平均60.8度であるのに対し,臼蓋形成不全群では66.0度と明らかな差異を認め
 た。この骨盤の内すぼまりの変形は相対的な係数として出現しているものでなく,絶対値として
 の骨盤の変形である点が強調されている。
 このように,本研究によって臼蓋形成不全は単に股関節周辺の病変だけでなく,骨盤の骨格形
 態上1ど特徴があることが指摘された訳で,英語で表現されるinwardwingiliumという新しい概
 念は,今後整形外科の領域で一般に知られる事実として引用されることになろ'う。臼蓋形成不全
 が将来二次性変形性股関節症に陥らないために,特に骨盤のこれらの変形を改善する手術が行わ
 れているが,'その治療体系の中でこの骨盤全体の変形を医学的に証明した点で,本論文は学位論
 文にふさわしいものと認められる。
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